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ボランテイア .NPO活動セン ターでは、学生スタッフが中心と なり、 ボランテイ アの第一歩とな

るような活動や啓発の場を提供しています。センタ ーでは、 日常的、定期的に行えるボランティアを

数多く紹介、また、学生が社会の課題に気づけるようなイベン トを学内で実施して、ボランティアの

裾野が広がることを目的として活動しています。

事 業 名 リユース傘貸し出しプロジェクト

実 施 EI 2014 (r 1:: 4月1日 (火)-2015年3月31日(火)

場 前 ボランティア.NPO活動センター 深草キャンパス半務室内

実施主体 ボランテイア 'NPO活動センタ ー

利用者数 延べ174人

山本湖、 I~I土奈央、氷田 紗瑛、松本惇宏、梅川 朔太、県瀬智力fI、

企画メンバー 中村 太紀、木谷朔太、福井賞登、藤野 優祐、上野 興、 田中 敬子、

(学生スタッフ) 高野喜11車、森直樹、永翁ふみな、藤岡 舞、米山真奈美、

山本京美子、田中典子

.経緯・目的

リユース傘貸し出しプロジェクトの内容は、

にわか雨など突然の雨が降った場合、 傘を持っ

てくるのを忘れた学生や教職員に傘を貸し山す

ことです。孫し物の傘を再利用することで、学

生等が雨に濡れるのを防ぎ、また、同時に傘を

貸し出す際に、ボランティア .NPO活動セン

ターの知名度の向上も図れる として、 当プロ

ジェクトが始まりました。

-概要

1 貸 し出しまでの流れ

①センタ ーに傘を{昔りに来た方に身分証明証を

提示してもらい、貸し出 し用の傘の中から借

りたい傘を選ぶ。

②学生スタッフが傘の貸し山し表に 日付、利用

者の学籍番号、氏名、貸し出す傘の個体番号

を記入する。

③返却が遅れた場合のために、利用者に屯話番

号を貸し出し表に記入してもら う。

④学生スタッフが貸し出 しの則日が貸し山し 日

から一週間後であることを伝え、その日まで

に返却していただけるように説明する。

2 貸し山し朋の傘について

当プロジェク トで使用する傘は本学学生msに
届けられた落し物の傘で、持ち主が見つからな

いまま一定の期間保存され、引 き取りの見込み

月別貸出数(合計174件)
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が無くなったものを提供してもらっています。

これらの傘に管理担当者が個体番号を記 した

テープを貼り、貸し出し用の傘としています。

3. WJ日を過ぎても傘の返却がない場合

一週間を過ぎて返却がな されなかった場合

は、こちらから利用者の電話番号に述絡します。

対応方法としては、利用者にリユース傘を、 三

日後までにセンタ ーまで、持ってきていただくよ

うに伝える。 もし、 リユース傘を失くされてい

た場合については代わ りの傘を同じ く三日後ま

で、に持ってきていただくように{云える。

※傘の疏誕If.や、 不忠の事故により傘が壊れた等

の翌日由によ り返ま11が不可能と なった場合には

柔軟に対応する。



学内におけるボランティア活動の実践と参加のきっかけの提供

国広報)5法とリユース傘貸 し出しデータ

1.広報)i法…立て石・板を21号館下に設置、ボ

ラゴンに記載、またポスタ ーやチラ シを掲示板

に張り /1¥した。

2. リユース傘貸 しIJ¥しデータの収集 ・集計

.参加者のJlf・fぜられた成果など

. ~の貸し出しと |司H寺にセンターの広報を出来

る|浪り行う必裂があるが、貸し出した学生ス

タッフによって差がみられる。

事 業 名 深草広報誌「ボラゴンjの発行

.学んだこと・ 今後のJ民組
長年続いているリユース傘貸し出しプロジェ

クトによ って、センターの知名度アップにも少

なからずβ献で・きたのではないだろうか。 しか

しながら、傘もささず、雨にjおれながら帰宅し

ていく学生を多く見かけるので、これからもそ

ういった学生等に利川 してもらえるよう、広報

に力を入れなければならない。

〈報告者:1 LJ本湖〉

配布j明1111 2014年4月1日 (火)-20日年3月31日 (火)

場 所 深草キャンパス内

実施主体 ボランティア .NPO活動センター (深草)学生スタッフ広報班

森本浩司、 111口駿、凹中奏多、 小LlI 山i'i'、 てI~ ~In ii't子、 小川 美紀、

企Iilljメンバー Ij' ;1ヒ梢梶 りつ子、西角 Jt子、南山 柿紀、新川立大、橋本製海、

(字:~tスタッフ) イi川 真帆、大矢誠志、 百 済 圭 吾 、 恨 総 凌15、的松優丞、背水崇博、

Ijij 1且 剛志

.経緋 ・目的

ボランテイア .NPO活動センタ ー (深草)

の学内での認知l度向上のため、学生スタッフな

らではの目線で広報誌を作成しています。

センターの活動や企画を掲載するこ とで、本

学学~I:: にセンターのこ と をまnってもらうきっか

けを作り、 一人でも多くの学生にボランティア

に興味を持ってもらう ことを 目的と していま

す。

.概要

・4月春号 (180031>先行)

内容:ボラセン紹介

学生スタッフ募集

ボランティア体験談

私のオススメボランティア

傘と本の貸し/P， しについて

・6H以サ (500昔日発行)

内容:ボラセンとは ?

ふかくさプチ100P-l商庖街報告

ボラデビュー報告

l回生ボランティア感想

・10月秋号 (500部発行)

内谷:Twitter o[ボラセン

nu谷祭展示

サマーフェスティパル報告

uイヤ術報告

京 I~I 本大淀災彼!J\lX援ボラ ンテイア報告

・1月特集サ (200音1>発行)

特集 !!好きから広がるボランティア

内容 :I点者1>が好きJI制措11:に興味があるJIス
ポーツが好 きJI子 どもが好きJI家でも

できる」をキーワードにしたユニーク な

ボランティア前動を紹介。

-参加者の戸 ・仰 られた成果など

・広報誌を凡てセンターに来室した学生や、広

報誌を通 してセ ンタ ーの存在を知った学生が

学生スタッフになるなど、認知度向上につな

がったと実感しています。

• 1月号では、今までと編集方針を少し変え、

特集ザとして、アタックポラセンと述動させ

て、ボランティアの多掠性を伝える記事を掲

載すること にし ました。その記事を作成する

過程で、広報酬;のメンバーがボランテ イアの

多様性 を学ぶことができ、読者に伝えるため
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の工夫ができました。

国学んだこと ・今後の課題

・本学学生に一番知ってほしい学生スタッフ企

画のボランティア募集の記事をあまり載せる

ことができませんでした。記事の完成がボラ

ンテイア募集の期限に間に合わなかったから

です。事前に企画があることは把握できてい

るので、広報班のメンバーだけではなく、企

画担当者に記事作成の依頼をするなど、タイ

ムリーな情報が掲載されるよう、作成スケ

ジ、ユーJレの工夫をしたいと思います。

・秋号では大学祭の来客者に配布しました。 し

かし、「ボラゴン」は本来、学生を対象にし

た広報誌です。一般の人への認知度向上には

成果をあげましたが、本来の対象である学生

へのアプロ ーチは弱くなってしまったと感じ

ています。学生だけに配ることができる授業

実施日にも配布すれば良かったと思っていま

す。

・広報誌をみてセンターに来室してくれた学生

の数を把握することができませんでした。方

法としては、コーディネート 中にセンターを

知った媒体は何であったかを聞くなどの工夫

をすることができたのではないかと思いま

す。

〈報告者:森本浩司〉

事 業 名 瀬田広報誌 fVolunteerNewsJの発行

場 日f i頼回キャンパス内

実施主体 ボランティア .NPO活動センター (瀬凶)学生スタ ッフ広報班

企画メンバー 南 伸之介、小川 莱緒、小林陽太、 {'I'田 匡志、春本立.也、西川 由浩、

(学生スタッフ) 清水謙太、田村-奈生、長友沙樹、佐久間涼、橋納知香

-経緯・目的

ボランテイア .NPO 活動センター(瀬田)

では、学内での認知度向上と、より利用しやす

いセンタ ーを目指して、学生スタッフの回線な

らではの広報誌を2009年度より発行していま

す。

センターの活動や企画、また学生スタッフの

ボランティア体験を親しみやすく記事にし、本

学学生にセンターのことを知ってもらい、 l人

でも多くの人にボランテイアに興味を持っても

らう ことを目的としています。

-概要

・春号 (2000部発行)

-配布時期 (4/2--4/8 4130--5/5) 

-センターの紹介 ・学生スタッフの紹介

.学生スタッフ募集

・夏号 (660部発行)

-配布時期 (7/14--20)

-夜1'11・大津祭の報告 ・センターの紹介

.夏休みにおすすめのボランテイアの紹介

・秋号 (600部)

・配布H与期 (10/27--31) 

.センタ ー紹介

・センターにある図書の紹介

.夏のボランテイア体験記

-秋におすすめのボランティアの紹介

・冬号 (400部)

-配布|時期 (116--9)

-セ ンター紹介 ・ボランティアあみだくじ

.セ ンターおすすめのボランティ アの紹介

(大津100円商脂街、そなえパークの 日、ス

タデイツアー)

0設置場所

ボランテ イア .NPO活動センター (瀬旺1)や、

学友会パ ンフレ ットスタン ドに配梨、 学生ス

タッフ による手配り で配布しま した。



学内におけるボランティア活動の実践と参加のきっかけの提供

-参加者の戸 ・符られた成果など

今年は、センターに多くの新しい学生スタッ

フが仲間入りしました。これは新歓JU111¥1に広報

誌を新入生に大討に配った効果だと思いま す。

また、 「配布されていた広報誌を比ましたJや

「広報誌の中のボランティア非集の記事を凡

て、 ボランテイアに応~ft しましたJ と 言ってセ

ンターに来室する学生もいました。判労して

作った広報紙が、センターの認9;11}立のIrlj上に口-

献できていると思います。

.学んだこと・今後の，課題

Ol.~かっ た点

記事の作成から修正を経て、向U1HJ'折り込み

までにもっと時間が必要というな見から、記事

作成の則IHJを長くとり、製本や配布期間を見越

したゆと りのあるスケジュールを組むことで、

余裕のある活動ができま した。記事の内容やレ

イアウトなどをミーテイングで話し合いを深め

工夫することによ って、読み比;えのある記事を

作ることができました。

0反省点・ 今後の謀足iなど

手配りする際のシフトに入る学生スタ ッフが

年1111を迎して少なく、広報紙の役訓を考えつつ、

どうすれば学生スタッフのモチベーションを上

げることができるかという諜組が残りました。

Facebook や Twitter という SNS の迎li~~' も始ま

り、広報の坊が広がっている今、どのように市

川 していくか、学生スタッフ全日で考えること

が必裂です。企nhjメンバーとしてその先頭に立

ち、学生スタッフーIIiJこれからも努力していき

たいと思います。

〈報告引机IU 七対'Ij:)

~@O~QOモ• .}iJ 
aezrヌ‘ド

も

'.. ~泌刷、.

1.(;:73JJe 
H 1 ;:1 _ ~ 

L〈¥作sh F

事 業 名 ボランティア募集団体合同説明会 ~あなたもレッツ!ポラテsビ.ユー~

H 11寺 2014年6月111:1 (水)、 6月12n (木)12時15分-15時00分

場- 所 深草キャンパス 22号館107教室

実施主体 ボランティア ・NPO活動センター (深草)

来場者数 122名

企画メンバー
。l争松優丞、 IIILl 駿、森木市司、 rIl'll 実多、依川 匡!と、中北梢、

(学生スタッフ)
山本朔、永ITI 紗瑛、ï/J刺;(忠太、 '1 1村・め介、 主IÞ. N~i 智加、石野遼平、

白土奈央

-経緯・目的

ボランティアコーディネートをしていると、

ボランテイアには興味があるけど、 *~;TJの-~立

が踏み出せないという声をよく聞きます。そこ

で、学生が団体の方から直接説明を/lFJく機会を

作ることで、その不安を取り除く ことができる

と考え、 実施しました。会場内に多純多様なボ

ランティア募集団体を集めることで、 学生がボ

ランティアの多株さ に気づく機会にもなりま

す。また、イベン卜として行うこと で、学生の

日を引き、ボランティアに興味を持つ学生を地

やすことも 11的としました。
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-概要

①当 日の流れ

10 : 45~ 会場準備

11 : 30~ 団体準備

12 : 15~ I泊場

15 : OO~ 同体片付け

15 : 30 あいさつ ・解散

②参加団体-32
[6月11日]

・特定非営利前動法人浩司1洛外

・特定非営利活動法人山科目足醐こどものひろ

ば

・公益財団法人京都市都市緑化協会

・京エコロジーセンター(伏見をさかなにざっ

くばらん、伏見エコライフプロジェクト)

・一般社団法人京都ボランティア協会

・特定非営利活動法人アクセス一共生社会を目

指す地球市民の会

・一般財団法人京都 YWCA

・京都老人福祉協会 稲荷の家ほっこり、過染

ほっこり

・社会福祉法人ももやま福祉会ぐんぐんハウ

ス

・京都ローターアクトクラブ

・宇治ボランテイア活動センター

[6月12日]

・湖南市国際協会

・京都市砂川保育所

・京都府京都文化博物館学習普及支援室

.社会楠祉法人みんななかま

・小倉山百人一集の会

・タンタンおもちゃライブラ リー

・ボランティアサークル 「プラネットj

・社会稲祉法人京都市左京区社会稲ヰd:協議会

.京都市ユースサービス協会

-参加者の)~T ・制られた成県など

①参加学生からの声

・様々なボランテイア団体の方とお話ができて

よかった。

・団体さんから直接お話を11↑jくことができた0

.今まであまりま[1らなかった分野のポランティ

アのお話も1mくこ とができた。

・親切に、わかりやすく教えていただき、活動

に興味がわいた。

②参加日-1体からの芦

・多くの参加者が興味深く話を聞いてくれて、

センターでチラシを配製するより効果的だっ

た。

• !l剣に37iを聞いてくれる学生が多く 、説明を

するなかで新しいアイデアが生まれた。

・いろんな学生と話せてよかったが、手ごたえ

がなかった。

・ぜひ来年もやってほしい。もう少し早い時期

(5川とか)だともっと新入生が来るのでは?

・この|時期だけでなく 、冬にもやってほしい。

①符られた効果

アンケー ト結果から、ボランティアに興味は

あるが、なかなか一歩踏み出すことができない

学生が多くいるということを改めて感じた。そ

のような学生が-9を断み出すためのよい機会

になったとも感じた。また、事前に参加同体の

施設見学もさせていただき、 学生スタッフも団

体のことを知るよい機会となった。

-学んだこと ・今後の課題

①学んだこと

・団体に協力していただく企画なので、決ま っ

たことや変更点、団体からの質問に対してす

ばやく述絡をすることの重要さを学んだ。

• rp・めに会場の下見を行い、 雰囲気や設備など

を把握してお くことの大切さを学んだ。

②今後のr~題

・準備が巡れ、開1m時WJを遅らせてしまったの



学内におけるボランティア活動の実践と参加のきっかけの提供

で、学生が参加しやすい時期などにもっと気

をillいたい。

• ìW1mìJ~HuJが長かったにもかかわらず、 i成後の

ーヶ )Jに慌ててしま った。平めにすべきこと

を抱脳して、余裕を持って準備に取り組みた

し、。

-学生スタッフの休憩時間の位保ができなかっ

た。

〈報告者:111口駿〉

事 業 名 Let'sボランティア~ボランティア しようよ t-

2014年①4rJ21円 (JJ)-231:1 (水)央体み

日 11寺
②6月30日 (Jj)-7JJHI (水)、7月4日(金)昼休み

③9月29日 (月)、 9)=J30円(火)、 10月2日 (木)昼休み

@12月17日(水)-12月19日 (金)昼休み

所 瀬同キャンパスl付

実施主体 ボランティア ・NPO前lfOJセンター (瀬田)

参加人数 来場学生数 383名 (①891'.、②101名、 ③176名、 ④17名)

企画メンバー 藤村山香、森口 l宅右、越判述也、中村健人、山下凌司、 Ij.川 以実、

(学生スタッフ) 西村若楽、 小牧桁英、後藤和成、首藤諭志、柏島忠、 小川 諒也

.続料 ・目的

i羽田キャンパス 内の人目につきやすい所に

ブースを設けボランティアを紹介することで本

学学生 ・教職員がボランテイ アに触れる機会を

作 り一歩踏み出すきっかけを提供する。セン

ターに入りにくい人、センターをま11らない学生・

教職以へボランテイアを紹介する機会を作るこ

とを目的に、年4問実施しました。

この企画は、 2010年より継続している企画で

す。

.概説:

学内の人通りの多い場・所に机やホワイトボー

ド等を用いてブースを設置 し、ボランティア

コーデイネ ート を行い、ボランティアやセン

タ一事業への参加、センターの利JIJをH千びかけ

ました。

今年度は、ブースに来てもらうことに重点を

おき、通りでのチラシの配布は行いませんでし

た。

①4月21日-23日 (3臼11:])

入学直後の新入生を中心に、ボランティアや

センターの存在を知ってもらうとともに、ボラ

ンティア .NPO活動センターの活動を広報 し、

今後の利川Jにつなげることを目的に活動しま し

た。

ボランテイアの雰囲気をより伝わりやすくす

るため、パネルを作成しました。

場所:樹心館前 来場者:891'. 

案内J目立て看板に閲するアンケー トを実施し

たところ、立て看板を見たことがない人が52

人、ある人が11人という回答でした。

また、ブースでのボランテイアチラシの配布

数をカウン トすることで、人気のある分野の調

査を行いま した。その結果、子ども ・動物 ・環

境 ・地域分野のボランティアが特に人気がある

と分かりました。

②6月30日-7月2日、 7月4日 (4日1m)

夏休みに参加できるボランテイアをrl.心に紹

介しました。また、学生スタッフ企画である夜

市 ・大津祭 ・ワークで学ぶ貧困問題と述携して

広報を行いました。

6)J30日には大津祭の広報のために特定非営
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利活動法人 ・大津祭史山連15{から3:Y，のJjに来

ていただき、お悌子の演奏を行っていただきま

した。切学生が飛び入りで演奏に参加するなど、

お祭りの雰間気を感じてもらうことができま し

た。また、季節のイベントとして七夕の位・を設

世し、ブースへの呼び込みにi古川しました。

場所 :背志館前 来場者 :101r， 
4月の立て活板に閲するアンケー ト車内県を受

け、 この|凶は立て看板を設置せずに行いました。

③9月291:1、9月30日、 10月2日 (3111111)

学生スタッフの実際の体験を伝えられるボラ

ンティアや、今まで紹介できていない分野のボ

ランティアを中心に紹介しま した。9)J30円に

は fツナミクラフトJに来ていただき、復興支

援事業である 「さをり織りJを紹介、 10月2日

には 「紀の問わかやま大会実行委只会Jに来て

いただき、 ;{fぐるみで呼び込みするなど、体験

型のボランティア啓発を行いました。手持ち看

板の数を1(7やすなど呼び込みに集中し、JDJIIIJを

3日間に短縮し2箇所同時で実施しました。

場所:樹心館前、背志館前 来場者:176名
ー ー 〆

①12月17日-12月19日 (3日間)

冬休みに参加できるボランティアを中心に紹

介しました。また学生スタッフ企l国である大津

100円商庖街と i頼回コミュニティ企阿と連携

し、広報を行いました。

ブースに展示するチラシを10種類ごとに集

め、セッ トにすることで来場者が効率的にチラ

シを閲覧できるようにしました。

場所:樹心館前、青志館前 来場者:17名

-参加者の711・符られた成巣など

[学生スタッフの声]

・新入生がボランテイアに積極的でとても驚い

た。(4月)

-季節のイベントチラシを配布することでブー

スのアピールができ、来場者数のI自力nにつな

がった。(7月)

・関係団体と連携することでボランティアにつ

いて知ってもらえた。(1υ])

・ボランテイアイ本昼食ブースとチラシブースとの

バランスが難しかった。(11月)

・天候や気瓶により犀外に学生が少なく 、あま

りH千び込めなかった。(12)])

[科られた効果]

2010年より年2回実施、 111::年は年31TI1実施して

来場者数が増加したので、今年度はさらに回数

を増やし年4回実施しました。来場者の数が大

幅に増加 し、ボランティアに興味のある多数の

学生 ・教職員に対してボランティア紹介とセン

ターの広報を行うことができました。期1m外に

来室した学生から iLet'sボランテイアを見て

来ました」という声をいただき、センターの広

報につながっていることを実感しました。

園学んだこと ・今後の課題

・学生スタッフ企画や関係団体との連携など新

しい試みに挑戦したことで、多様なボラン

テイア啓発ができ、来場者数の増加につなが

りました。

・例年に比べ、紹介するチラシの程類を明やし、

嫌々な分野をブースに設iftしたことで、学生

スタッフ内で内容に|則して認識の差があった

ことから、準備段階で附報共荷の方法を比直

していく必要があると感じました。

・ ボランティアの人気分野の調査を有~IITI行って

いましたが、実際にボランティア活動への参

加につなげるために訓査結来をどう活用する

のかを、 しっかりと考えていきたいと思いま

す。

・案内用立て看板について、 4)1にアンケート

を実施した結果、認知|肢がよくありませんで
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した。 このことから、 6月は設i丘をせず9刀は

設i丘をして、来場者数がどれほど変動するの

かを調流しました。 今回の調子E紡月I~ を踏まえ

て、案内用立て看板の設置の有力作について今

後検討していきたいと思います。

〈報告者:小牧裕美〉

事 業 名 深草龍谷祭への出展 Find Your Color ~広がるボフンティアの世界~

2014年10月311:1(金)10時00分-17時30分
[1 時 2014年11)J 1日 (十J10時00分-17時30分

2014年11日211(1:1) 10時00分-14時30分

所 深草キャンパス 22号航107教室

実施主体 ボランティア .NPO 活動セ ンター (深草)

1日目193才:

米場者数 2日目180名

3日目237名 日1-6101，
中村 勇介、石野泣II-:、持本奈子、制 りつ子、/-11Ni季、白土奈央、

企画メンバー 中村 太紀、払\~ I: 1'H去、 111口 熔則子、依旧 匡史、石川 真帆、

(学生スタ ッフ) 高野 幸1I11i、rrI'l'敬子、11:1ノ上優光、律問利沙、永翁ふみな、

橋本望海、勝阿世)p.、持j山裕紀、米山 其奈美

.経緋 ・目的

「アタック ボラセン26J等の前助を通して、

学生スタッフと学生との間に、ボランティアに

対するイメージの違いがあることに気がつい

た。そのため、 龍谷祭を通して来場者の方々に

ボランテイアに対する視野を広げてもらいたい

と!盛じた。

関谷祭はJ様々な年代府が来場 し、ボランテイ

アのイメージチェンジに繋げることができる大

きな機会である。これをきっかけに来場者のlや

でも、特にi待在隔をターゲッ トに、「ボランティ

アは特別な人だけがするものではないJ["誰で

もどんな人でもボランティアはできるのだ」と

いうことを発見 してもらい、身近に感じてもら

うことで、イメージチェンジにつなげる。 こう

して、ボランティアの多様性をま11ってもらう 。

.概説

ボランテイアのイメ ージチェンジによ って身

近に感じてもらうために、段階を断んで展示を

行った。教室を大き く2つに分けて、liii~I土 で‘は、

l回生を 11"'心にブースを6つ(環境 ・稲布l:・凶|際・

動物・災害・235L)作って、各分野のボランティ

アをする上で・の楽しさや魅力などを模造紙4-5

枚私リ立にまとめて展示 した。後半では、 21百|生

を中心に各分野(環境 ・福祉 .1~II~f .山災 .111 

づくり )の団体に所以する学中や、ボランテイ

アを経験 した学生にインタビュ ーする こと で、

来場者の学生により身近に感じてもらえる展示

をした。

故後に、展示を見て阿つての感想や、 今後の

ボランテイア に対する考えなど一言を、手のひ

ら サイ ズに作った星型の |園川紙に{~:: いてもら

い、 FindYour Colol"と いう名の「虹Jを完成

させることで、 十:luti'l0に成栄がわかるように した。

入口
荷物

置き場
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.参加者の戸 ・得られた成栄など

[来場者へのアンケー卜集計]

①性別 :男性 124~， /女性 168t， 

②所属.学生 103名/一般 1891"1 

③ボランテイア経験:有 110t，/J!!Ti 164t， 
@センターのことを知っていたか:知っていた

146名/女11らなかった 145名

⑤展示の誌は適当だったか :はい 269名/い

いえ 23名

⑥展示の内容のml~M肢は適当だ.ったか:難しい

21~，/適当 261名/浅い 81"1 

⑦学生スタッ フの対応は:とても良い 178名

/良い 112名/悪い 1tl/とても惑い/

0名

③展示を通してボランティアに対ーするイメージ

に変化はあったか:とても変わった 43名/

変わった 125名 少し変わった 81名/変

化慨し 38名

①満足度 :平均86%

{感想]

・ボランティアカfこんなにたくさんあるなんて

知らなかった。

・会場の雰囲気がIYJるくてTM向かったです。

・東北の長災のことをこれからも忘れることな

く気にかけていきたい。

・新聞紙スリッパを作るのが楽しかった、もう

l度作ってみたいです。

・もっと深くまで知れる展示にしてほしかった。

.反省点

{準備段階]

・各ブースの内容を、学生スタッフ全体で共有

すべきだ‘った。

• 1回生、 2回生でブースを分けるのではなく

て、分町・ごとに分ければわかりやすくなった0

.ポップの色塗りや模造紙の作成がなかなかう

まくいかず、当日直前まで、切羽詰った状態に

なってしまったので、もっと余裕のあるスケ

ジュール管理をすべきだった。

[当日]

・コアメンバーだけでなく学生ス タッフ全貝が

同じ レベルの説明ができるようにするべき

だった。

.2回生のブースが通路のようになっていて、

せっかくの展示を見ずに通過されることが多

かった。

・天井にJI占ったポップが、何個か落ちたりして

少し危なかった。

・全体的にブースが狭かったので、事前に しっ

かりと会場を把握してブース配位をすべき

だった。

.学んだこと ・今後の課題

アンケー ト結果から、展示のhlや内容が適当

だったと答えた方が多数いたので、来年度以降

も参考にしたい。またイメ ージが変わったと答

えた方が86%だ、ったこ とから、 目的である「ボ

ランテイアのイメージチェンジjを達成できた

と思う 。

学生スタッフ一人ひとりのボランティアに対

する知識が、龍谷祭の取 り組みによって格段に

増えた。来場者に対して展示物の内容を説明し、

質問に答えることで、龍谷祭前と比べてコー

ディネーション力の向上~こ繋がった。 改めて伝

えることの大切さを学ぶことができ、自信がつ

いたという学生スタッ フが多かった。

自分の興味のある分野に積極的に取り組み、

個人の長所を活かした展示となった。説明が不

安な部分については、事前にボランティア経験

豊富な学生スタッフや職員から情報を聞いた

り、実際にボランティアに行って取材を行った

ため、内容の濃い説明ができた。来場者数も目

標を大きく上回り600人を超え、目標は達成で

きた。

展示を見たことがきっかけでその後センター
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ヘボランティアを探しにくる学生も抜数見られ

たことから、ボランティアの多様性、楽しさを

伝えられたと実感する ことができた。

来場者は、学生よりも一般の方(子ども辿れ

や保護者府)が多 く、幅広い年齢!門であったこ

とから、今後はもっと対象のl隔を広げた展示に

することも検討 したい。

〈報告者 :1:1:1村 勇介〉

事 業 名 瀬田龍谷祭への出展 つなが輪祭 !ひろげん祭!

日 時 2014年 10月25日 (土)、26日 (日)

:tJJj 所 瀬田キャンパス 3号館105教室(展示)、休育館付近 (棋擬応)

実施主体 ボランティア .NPO活動センター (瀬田)

参加人数 来場者数245名 (25 日 :1 35名 26 日 :1l0~1)

企画メンバー 野中 美輩、 小川 莱緒、西本史佳、 111下凌司、岡本能吾、 柏島 恵、

(学生スタッフ) 高間 美穂、rl'阪 商、長 友沙 樹、後藤和Ir&:

-経がj( ・ I~I 的

・来場者に、 ボラ ンティアに行きたい !と思っ

てもらうことが出来るように、株々なボラン

テイア活動の魅力について伝え紹介するとと

もに、社会諜題について啓発をする。

・龍大生がセンターを利用しボランティア活動

した11寺や、東日本大震災複興支援ボランテイ

ア、体験学習プログラムに参加したH寺に学ん

だことを、 他の学生などに啓発することで出

来たつながりを知ってもらう。

・一般の来場者の人々に団体の登録や、ボラン

ティア .NPO活動センターの市mを促進さ

せるため、センタ一事業や学生スタッフなど

についてまnってもらう。

・学生スタッフ全員で協力 し作り上げることで

団結し、今後の活動に対する意欲や組織力の

向上をねらう。

-概 要

<展示>

・ボランティア .NPO活動センターの活動紹

介

センタ ーの縮介、 学生スタッフ、 27:生企師、

センタ一事業について紹介しました

・ボランティァsgダ「
ボランティアの定義 ・心情えや、センターの

登録団体のうち4団体の団体紹介([公MJ京

都市都市緑化協会、梅小路プレイパーク、日

平n、小倉山百人一集の会、近江ちいろば会ほ

だいじデイサービスセンター虹)をしました。

-模擬応の収主主の需:付先紹介

この企画のテーマである「つながり 」に込め

た私たちの趣旨目的と団体の活動に共通性を

感じたため、特定非営利活動法人ムラのミラ

イへ寄付することに決定した。団体の紹介、

寄付金の使い方、模擬j古出庖物(タンドリー

チキン)の広報を行った。

・東日本大震災復興支援ボランテイア

ボランティアパスの説明、2014年度の活動内

容、 活動|侍の'sJ:只や参加者の感想、宮城県石

巻市雄勝111]"について(雄勝IIJ]の名所や名産品

の紹介、 封f~勝小学校での教訓1)、津波の高さ

の紺i尺展示を行った。

・つながりアート

来場者参加盟の展示を行った。

<模撮応>

・出展物:タンドリーチキン (イン ド料理)

販売数 430食

売上金 130.300Pl 収益 71，589円

売上金から必要経費を日|いた収益を、特定非
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営利活動法人ムラのミライに寄付する。

-参加者-のJ2.得られた効"*など

[参加者の戸]

<民示>

・つながりアートは面白いアイデイアであっ

た。

• i'lri皮の7.1iさの縮尺を見て震災の恐ろしさを再

確認できた。

.:iUU本大災災復興支援ボランテイアをされて

いることに|則心を持った。

・龍谷大学はボランティア活動を秘極的に取り

組んでおり、学生に向けてボランティア告発

にも取り組んでいるのがわかった。

・峨々なボランティア活動に参加されているの

がわかり、-ぜひボランティアに行きたいと

思った。

-ボランテイアって身近にいっぱいあって堅苦

しいことはないのだと思った。

・気軽にボランティア ・NPO活動センターを

訪れようと思う。

< fÇ~~疑j市>
・値段は111jかったが、他に出応されていなかっ

た商品でおいしかった!

・寄付先であるムラのミライの説明や展示の案

内があったので、待ち時間も退屈しなかった。

・列整備が不十分であったので、他)5舗に迷惑

をかけた。

[得られた効県]

・i龍太三1:.や地域の方々 など多くの来場者に、ボ

ランティア .NPO i舌動センターをま11っても

らうことカfできた。

・綿々な分野のボランティア活動を桁介するこ

とで、来場者のボランティアに対するイメー

ジを変えることができた。

・来場者だけでなく学生スタッフも国際社会に

日を向け、国際問題や|司"際 Ih~)Jへの取り組み

に触れる機会になった。

.学んだこと・ 今後の課題

<展示>

・龍谷祭でたくさんの方に来ていただいたこと

で、日頃|瑚わりがある学生以外の人にセン

ターの活動内容や社会rllJ!mについてま11っても

らう ことができた。学生スタッフが意欲的に

展示製作に関わり、当 HももT極的に来場者に

対して展示物の紹介を行えたことから、趣旨

目的の1つである学生スタッフの問紡を感じ

られ、組織力の向上につながった。展示の内

容も工夫しこだわりを持った民不になった。

しかし、準備j期tIIJが短かったために、内容の

把握不足が起こった。さらに学生スタッフや

職員との共有 ・辿携不JE.もj1llわり製作進捗が

遅れてしまった。毎年の反特点であるが、計

画性や余裕をもって取 り組むべきである。H宇

年度の反省点 ・改普案をTiijもって雌認し活用

していれば、もっと効率よく進められたので

はと思う。これらの反省から、毎年尖施する

企画は、前回の指り返り、 反特点をよく雌認

してから取り組むべきだと思う。

・能谷祭実行委員会の企阿として行われていた

スタンプラリーに関して、学'1:.スタッフ全員

がしっかりと内容を把11Mできていなかったの

で、事前に情報共有するH抑1]、場所を持つこ

とが大切である。

・来場者の 「センターのことをよく知れたJ["ボ

ランテイアに行きたいJといった!盛恕により、

センターの周知lができたことがわかる。一方、

社会部組についての件発が如くなって しまっ

たという反省がある。また主に11πl生学生ス

タッフカ'~I:t ，心にな っ て活動したため、学生ス

タッフ 自身の知識;，tも不起していたと感じ

た。今後の活動にこの思いを前かし、全体の

力id;を向上させたい。

<模擬J占>

・過去2年は、復興支媛にかかわる宵城県石巻

市の団体に模擬)5の収益の寄付を行ってきた

が、今年度は、国際|則辿の同体に寄付したい

という意見が出た。一方で点11本大災災を風

化させたくないという以いもあり 、なかなか

寄付先を決めることができなかった。最終的
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には全員で話し合って「ムラのミライ」に決

定したのだが、 H寺1M!をかけることで寄付先を

決める過程を大事にできた。

・出版物で‘あるタンドリーチキンは焼き上がる

のにH寺問がかかり待ち時間が長くな ってし

まったが、珍しい料理であったため注目され

大変成況であった。

待ち|時間を利用して、寄付先である「ムラの

ミライJの活動目的や内容を紹介したのだが、

企画メンパー以外の学生スタッフにこの団体

の活動内容の周知が行き届いていなかったた

め、活動背対にある国|際問題を女11ってもらう

までの十分な説明ができなかった。

・龍谷祭の企画に|現らず、学生スタッフの活動

に対する思い ・モチベーションは人それぞれ

迫っている。今回の企画を通して、それぞれ

の活動への思いを向上させる仕掛けをつくる

ことができたと思う 。龍谷祭で得た団結力、

意欲IrlJ上の成果が今後の学生スタッフの活動

のrl-'で目に見える形で現れる ことを期待して

いる。

〈報告者 :高間 美穂〉

事 業 名 ワークで学ぶ 貧困問題 ~アナ(た)と世界の状況 don'tlet it go!~ 

EI 201MI三7月18日(金) 17時20分-191時30分

場 j羽田キ ャンパス 学生交流会館カンファレンスルーム

実施主体 ボランテイア .NPO 活動センター(瀬田)

参加人数 25名(うち学生スタッフ16名)

企画メンバー
石原図雄、歌藤智弥、木村

(学生スタッフ)

園経緋 ・目的

貿易ゲームというワークショップを通じ、現

代の経済の国際化、貿易から生まれる貧困問題

についての関心と理解を深める。 また、医|際社

会への机野を広げ、貧困問題を自身の身近なも

のとして感じることで、 日常生活で学生自身が

できることを考えてもらいたいと実施した。

また、ボランティア .NPO 活動センターの

活動を本学学生らに身近に感じてもらい、海外

体験学習プログラム等の国際関係ボランテイア

に対して興味 ・関心をもってもらうことを目的

に実施した。

.概説

・アイスブレイク「共通点探しJ

.ワークショップ 「貿易ゲームJ

→資源や技術を不平等に与えられたグループ

(国家) fllJで貿易し、お金を稼ぐゲーム。

ゲーム中に発生したことを世界経済と重

直人、樋口 jiUj香、野中美華、 小川 諒也

ね、仕組みと 問題点を理解しても らう 0

.貿易ゲームの僻説

・グループワーク

→ゲームで起きたことを元に、グループで自

分たちにできることを話し合ってもらう 。

・国際関係のボランティア、団体の紹介

.参加者のJ!i.得られた成果など

・紙やはさみなど、身近なものを使つてのゲー

ムを通じて、 自分も国際社会の一員であるこ

とを理解できた。

・自分が貧困国の立場に立ってWf:決しようと考

えても、なかなかうまく物事が進まないこと

がわかった。

・4りJ対而の人 との交渉が英Itしかった。他の参加

者との交流が初めのアイスブレイクの中に

あって もよかった。

・国家間の諜j起を具体的にイメ ージできる よう

になった。
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-持っている物の差、 !勝ち負けによ って貧??Jの

差が生まれるということをワークショップで

体験的に学び、現実の世界にあてはめ考える

ことカfできた。

・実際は先進国に住んでいるので、現場に行っ

て体感しなければ理解できないと思った。

-学んだこと ・今後の諜題

・貿易ゲームを行うことで、学生に世界の貧困

問題や国際問題を身近に感じてもらい、考え

てもらうき っかけになった。貿易ゲームで発

生した問題を現在の国際社会の問題と!!¥iらし

合わせて説明を行うことでさらに関心を持っ

てもらうこともできた。そして学生同士で、

「今、世界の貧困問題に対 して自分たちには

何ができるか」を話し合ってもらい、 「ボラ

ンテイアをするjや 「現地に行って活動するJ
などの意見が生まれ、国際関係のボランティ

アに対して興味を持ってもらうことができ

た。 しかし、「貿易ゲームはゲームであり、

身近に感じられなかった」ゃ「国家間の川組

であり 、自分にできることは見つからなかっ

た」などの意見もあり、もっと身近に感じて

もらい、自分にできることを考えてもらうた

めの説明やワークが必要であった。2時間と

いう短い時間の中で参加者に経済の国際化、

貧困問題を理解してもらい、自分は何ができ

るかまで考えてもらうことは非常に難しいと

感じる。l度きりでなく、継続して活動して

いく必要がある。

・学生への参加呼びかけには様々な手段を試み

たが、内容や質が伴わず、予定の募集定員に

達することができなかった。一目見て内容も

わかりやすく、人を引き付ける広報を行って

いく必要があると感じる。

・準備段階で企画メンバ一一人一人の役割分担

に偏りが生まれ、個人の負担が大きくなった

ことやミーティングの効率が悪かったなどの

問題があり、企画メンバ一間での情報共有や

計画的な準備jの必要性を感じた。

〈報告者:木村直人〉

mh-風間宮:関 君
了 1t竺叫の紙:~~ "'"ん1UHF F 

一 一回 -F，J ↓/ 
三ジヲ~，). --一一一一一
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事業 名 サークル活動 ・ボランティア活動 情報交換会&地域活動支援

キャンノTス j菜132キャンJ{ス i頼mキャンパス

サ 5月8日(木)71.J"I体10人 5月8日 (木)7FlIイ本14人

ク 7月9日(水)1団体10人 7月9日(水)9 r:fl休13人
Jレ 実施日時 ・ 9月26日(金)2団体7人 9月26日 (金)1間体7人

f報引」fで、j 参 加人数 11月19日(水)2団体5人 11)=J171:1 (月)4rn体8人

15年1月13日(火)3凶体5人 15jl~ 1 ) J 13 FI (水)2[11イ本7A
1*、 いずれも12時30分-13吋00分 いずれも121時50分-1311守20分
AZ2、〈

所 ボランティア .NPom即hセンター ボランテイア.NPO i1i動センター

学友会学術文化j弓ボランティアサークル マジ‘ック&ジャク'リングサークル MIST 

学友会学術文化問交斡楽Ffl そでふれよさこいサークル 市持im
学友会学術文化財マンドリンオーケストラ 社会稿布1:研究会 S.W.A.P

学友会体育局少林寺準法日IS i'l'縦三線サークル うみんちゅ

一般同好会手話サークル Sept Couleur (セプト クルール)

登録団体
京炎そでふれ!輪舞IIJI No Animal -No Life 

ジャズ研究会 手話サークル (D.A.Y)

Broad Wey musical circle アコースティックギターサークル背×官・

許諾研究会 アカペラサークル MOUSA(ムーサ)

学生交流サークル FuiNee 

ちっちの輪

計9m体 青l'lHlI体

Jfヵ1U1L2 、 依頼数 241'1: 55件

成立数 12件 25件ら

笑施主体 ボランテイア .NPO 活動センター

-経緯・目的

学内のサークルにおけるボランティア前動の

促進を目的とし、学内サークルとの述携強化、

学内でのセンターの認知度向上、サーク Jレの地

域活動のサポー トなどを目指している。

.概裂:

・サークル登録制度

地域からの「サークルを紹介してほ しいJな

どの依頼に対応するため、学内のサークル(宗

教局、放送局、学術文化局、 体育局、各種安J~

会や一般同好会)のうち希望するサークルが笠

録を行っている。

※ボランティア活動以外のサー クルも登録対

象。

・サークル情報交換会

定期的に実施し、サークル同士のネットワー

クづ くりやサークルの前動に役立つ情報提供を

行っている。

具体的にはセンターの活動車{j介、助成金の情

報提供、サークルの特技を活かした地域でのボ

ランテイア市助などの説明を行い、新規登録

サークルのH千びかけも行った。

-参加者の戸 ・得られた成巣など

参加|サークルから「地域での発表の場を紹介

してほしい」、「助成金に応募して今後の前動に

活かしたい」などのJliカfあり、地主主の問イ本から

のIUiiii依頼などの情報を伝え、マッチングする

ことができた。サークルとの日程調幣や、 助成

金の情報提供を|即時行い、実施後の双)Jへのヒ

アリングなどもこまめに行うように心がけ、

SNSで活動報告を発信することができた。
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